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第１ 検査所の概要（平成２８年３月３１日現在） 

１ 検査所の沿革

明治7年     新潟市関屋に民営と畜場が開設。 

昭和25年4月  政令市として，新潟市保健所が設置され，保健所にと畜検査員を配置。 

昭和28年8月  「と畜場法」制定。 

昭和33年1月  東・西保健所が設置され，西保健所にと畜検査員を配置。 

昭和37年4月  市衛生課環境衛生係にと畜検査員を配置。 

昭和42年8月  新潟市小新に市としてと畜場を新設し，名称を「新潟市食肉センター」とす

る。 

昭和43年4月  市衛生課と畜検査係を設置し，食肉センターに配置。 

昭和49年7月  と畜検査係を廃止し，新潟市食肉衛生検査所を設置。 

昭和52年4月  食肉センター内に食肉衛生検査所の庁舎を新設。 

平成5年4月   新潟市中野小屋に食肉センターを新築移転。それに伴い同センターに 

食肉衛生検査所を移設し，2係制となる。 

平成10年4月  組織改正により，保健福祉部保健所食肉衛生検査所となる。 

平成19年4月  組織改正により，健康福祉部食肉衛生検査所となる。 

平成20年4月  組織改正により，２係制を廃止しスタッフ制となる。 

平成22年4月  組織改正により，保健衛生部食肉衛生検査所となる。 

２ 根拠法令及び関係法令

主な根拠法令 

と畜場法  (昭和28年8月1日法律第114号) 

と畜場法施行令 (昭和28年8月25日第216号) 

と畜場法施行規則 (昭和28年9月28日厚生省令第44号) 

新潟市食肉衛生検査所設置条例 (昭和49年6月13日条例第27号) 

新潟市と畜場法施行細則 

新潟市一般と畜場の構造設備の基準に関する条例 

(昭和 29年 2月 4日規則第 5号) 

(平成15年3月25日条例第1号) 

食品衛生法 (昭和22年12月24日法律第233号) 

牛海綿状脳症対策特別措置法 (平成14年6月14日法律第70号） 

厚生労働省関係牛海綿状脳症対策特別措置法施行規則 (平成14年7月1日厚生労働省令第89号） 

食鳥処理の事業の規則及び食鳥検査に関する法律 (平成2年6月29日第70号) 

主な関係法令 

家畜伝染病予防法 (昭和26年5月31日法律第166号) 

新潟市食肉センター条例 (平成5年3月29日条例第5号) 

新潟市食肉センター条例施行規則 (平成5年4月1日規則第21号) 

動物用医薬品の使用の規制に関する省令 (昭和55年9月30日農水省令第42号) 
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３ 業務

 新潟市事務委任規則 第2条 別表第１(抜粋)  

5 食肉衛生検査所長に係る事務委任事項表 

1 と畜場法(昭和28年法律第114号。以下この項において「法」という。) に関する事務 

 （1) 法第5条第2項の規定により獣畜の種類及び1日当たりの頭数の制限をすること。 

 （2) 法第７条第6項の規定による衛生管理責任者の設置又は変更の届出及び法第10条第2項において準用す

る法第７条第６項の規定による作業衛生責任者の設置又は変更の届出を受理すること。 

 （3) 法第13条第1項の規定によりと畜場以外の場所においてとさつする場合の届出の受理をすること及び同条

第3項の規定によりとさつし，又は解体する者に対し,必要な指示をすること。 

（4) 法第14条の規定による検査をすること。 

（5） 法第14条第3項第2号の規定による獣畜の皮等の持出しの許可をすること。 

（6) 法第16条の規定により公衆衛生上必要な措置をとること。 

（7) 法第17条第1項の規定により必要な報告を求め，又は当該職員をして立入検査をさせること。 

2 食品衛生法(以下この項において「法」という。) に関する事務 (新潟市食肉センターに及び食鳥処理場に係る

ものに限る。) 

 （1) 法第28条第1項の規定により営業者等から必要な報告を求め，当該職員をして臨検，検査又は収去をさせ

ること。 

 （2) 法第30条第2項の規定により食品衛生監視員に監視指導を行わせること。 

 （3) 法第54条の規定により営業者若しくは当該職員にその食品，添加物，器具若しくは容器包装を廃棄させ，

又はその他営業者に対し食品衛生上の危害を除去するために必要な処置をとることを命ずること。 

3 食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律（平成２年法律第７０号。以下この項において「法」という。）

に関する事務 

（1) 法第３条に規定する食鳥処理の事業の許可をすること。 

（2) 法第６条第１項に規定する食鳥処理場の構造又は設備の変更の許可をすること。 

（3) 法第６条第３項の規定による申請事項の変更の届出を受理すること。 

（4) 法第７条第２号の規定による食鳥処理業者の地位の承認の届出を受理すること。 

 （5) 第８条の規定により食鳥処理の事業の許可を取り消し，又は６月以内の期間を定めて食鳥処理の事業の停

止を命ずること。 

（6) 法第９条の規定により食鳥処理場の整備改善を命じ，若しくはその整備改善を行うまでの間食鳥処理場の使

   用を禁止し，又は食鳥処理の事業の許可を取り消し，若しくは６月以内の期間を定めて食鳥処理の事業の停 

止を命ずること。 

（7) 法第１２条第６項の規定による食鳥処理衛生管理者の設置及び変更の届出を受理すること。 

（8) 法第１３条の規定により食鳥処理衛生管理者の解任を命ずること。 

（9) 法第１４条の規定による食鳥処理場の廃止若しくは休止又は休止した食鳥処理場の再開の届出を受理すること。 

（10) 法第１５条に規定する食鳥検査をすること。 

（11) 法第１６条第１項に規定する確認規程の認定をすること。 

（12) 法第１６条第２項に規定する確認規程の変更の認定をすること。 

（13) 法第１６条第６項の規定により食鳥処理衛生管理者の解任を命ずること。 

（14) 法第１６条第７項の規定による確認の状況の報告を受けること。 

（15) 法第１６条第８項の規定による確認規程の廃止の届出を受理すること。 

（16) 法第１６条第９項の規定により指導及び助言をすること。 

（17) 法第１７条第１項第４号の規定による届出食肉販売業者の届出を受理すること。 

（18) 法第２０条の規定により公衆衛生上必要な措置を採ること。 

（19) 法第３７条第１項の規定により食鳥処理業者等から必要な報告を求めること。 

（20) 法第３８条第１項の規定により当該職員に施設の立入り，物件の検査，関係者への質問又は食鳥肉等の収

    去をさせること。 
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４ 組織構成（平成２８年３月３１日現在）

  新潟市行政組織規則(抜粋) 

第2章 市長の補助機関の組織及びその分掌事務 

  第2節 内部部局の組織及びその分掌事務 

   (設置) 

第13条 次の表の左欄に掲げる組織の管理の下に，同表の右欄に定める機関を置く。 

組    織 機    関 

保健衛生部 食肉衛生検査所 

（分掌事務） 

第15条 機関又は機関に置く課の分掌事務は，おおむね次に掲げるとおりとする。 

  食肉衛生検査所 

（1） と畜検査に関する事項 

（2） と畜衛生及び食肉衛生の監視及び指導に関する事項 

（3） と畜衛生及び食肉衛生の調査研究に関する事項 

（4） 精密検査に関する事項 

（5） 食肉衛生施策の企画及び調査に関する事項 

（6） 食鳥処理に関する事項 

 保健衛生部            食肉衛生検査所 

 所  長          所長補佐   

（獣医師）    (獣医師) 

主幹

（獣医師３名）

主査

（獣医師５名）

副主査

（獣医師４名）

獣医師

（獣医師２名，うち１名は再任用）

臨床検査技師

（嘱託３名）

検印等

（嘱託２名）
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５ 対象と畜場及び開場日数

新潟市食肉センター(公益財団法人 新潟ミートプラント) 

  所 在 地 新潟市西区中野小屋1631番地 

  解体能力 大動物 30頭， 小動物 900頭 (１日あたり) 

  開場日数 (平成27年度実績) 

       平常開場日 ２４１日，臨時開場日 ４日 

解体手数料等(1頭あたり) 

６ 検査手数料 

新潟市手数料条例 第２条 別表（３）保健衛生部関係   

 と畜検査手数料 （平成16年4月１日改定） 

ア 牛 １頭につき  1,200円

イ とく(生後１年未満のもの)  １頭につき 400円

ウ 馬 １頭につき   1,200円

エ 豚 １頭につき  400円

オ 山羊，めん羊       １頭につき  400円

 食鳥検査手数料           １羽につき         ４円 

区分 ※１ と畜場使用料 ※１ 解体手数料 計 ※２ 冷蔵庫使用料 合計
牛・馬 2,324 6,737 9,061 515 9,576
とく 566 1,635 2,201 194 2,395
豚(普通) 566 1,635 2,201 194 2,395
豚(大貫) 710 2,057 2,767 194 2,961
めん羊・山羊 237 659 896 130 1,026
子めん羊・子山羊 154 473 627 130 757
※１　業務時間以外及び休日の場合は上記金額の倍額とする。
　　　 病畜の場合は上記金額の倍額とする。ただし，病畜かつ業務時間外及び休日の場合は上記金額の3倍とする
※２　冷蔵庫使用料(1頭分1日あたり)の日数算定は次のとおりとする。
　　①冷蔵庫に入庫した日は使用日数に算定しない。ただし，入庫した日に出庫したときは，1日として計算する。
　　②半体については，上記金額の2分の1とする。(円未満切り捨て)
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７ 施設 

（１）食肉衛生検査所及び食肉センター配置図 

（２）食肉衛生検査所平面図 

建築構造 鉄筋コンクリート造り２階建てのべ床面積 721ｍ２

新潟市食肉センター
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（３）主な検査備品 

高圧滅菌器 3 平山製作所 LC/MS/MS system 1 ABSCIEX 

乾熱滅菌器 2 カヤガキ HPLC 1 SHIMAZU

システム生物顕微鏡 2 OLYMPUS ガスクロマトグラフ 1 日立

安全キャビネット 1 SANYO　 超純水製造装置 1 ミリポア

ディープフリーザー 1 SANYO　 血液生化学自動分析装置 1 富士

恒温槽 2 ヤマト科学 血球計算装置 1 シメックス

ストマッカー 1 オルガノ 超音波洗浄器 2 ヤマト科学

超音波ピペット洗浄器 1 ヤマト科学 分光光度計 1 日立

プログラム低温恒温器 5 ヤマト科学，SANYO ロータリーエバポレーター 2 日本BUCHI

高速冷却遠心器 1 KUBOTA 遠心器 1 クボタ

オートスチル 1 ヤマト科学 ホモジナイザー 2 IKAジャパン

リアルタイムPCR 1 TAKARA 吸引濾過装置 2 Waters

PCR 1 TAKARA ヘマトクリット遠心器 1 KUBOTA

低恒温バケット 1 TAITEC 黄疸計 1 ナカムラ

電気泳動装置 1 ADVANCE pHメーター 1 HORIBA

マイクロチューブ用遠心器 1 IWAKI

顕微鏡テレビカメラ装置 1 OLYMPUS 安全キャビネット 1 日立

広視野顕微鏡 1 OLYMPUS 高圧滅菌器 1 平山製作所

実体顕微鏡 1 OLYMPUS 薬用冷凍冷蔵庫 1 SANYO

パラフィンブロック作製装置 1 三共 マイクロマルチミキサー 1

自動固定包埋装置 1 サクラ ピペットコントローラー 1 EMマイスタ-

ミクロトーム 1 ヤマト光機 マイクロプレートリーダー 1 バイオラッド

クリオスタットミクロトーム 1 NAKAGAWA マイクロプレートウォッシャー 1 バイオラッド

パラフィン切片伸展器 1 サクラ アルミブロック恒温槽 2 TAITEC

パラフィン切片乾燥器 1 サクラ ふ卵器 2 IWAKI 

卓上細胞破砕器 1 フナコシ

高速冷却遠心器 1 クボタ

GMサーベイメーター 1 アロカ

その他

微生物検査関係 理化学検査関係

BSE検査関係病理検査関係
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第２ 検 査 の 概 要 

1 検査の流れ
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２ 月別の畜種別検査頭数 

３ 過去 10年間の畜種別検査頭数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

78 64 76 79 79 62 64 92 94 54 61 63 866

(3) (4) (1) (4) (5) (3) (3) (2) (2) (1) (3) (2) (33)

0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 3

(0) (0) (1) (0) (0) (0) (1) (0) (1) (0) (0) (0) (3)

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

17,886 15,502 16,499 17,446 15,448 17,458 17,924 16,758 18,448 16,271 16,889 18,289 204,818

(38) (49) (48) (66) (35) (78) (72) (39) (48) (63) (65) (30) (631)

0 2 2 2 0 0 0 0 2 0 0 0 8

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

0 0 0 0 0 2 4 0 0 0 0 0 6

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

牛合計頭数にはとちく禁止の牛1頭を含む (　)内は病畜検査頭数再掲

山羊

牛

とく

馬

豚

めん羊

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 H26 Ｈ27
1,644 1,450 1,564 1,418 1,408 1,015 915 1,006 923 866

(4) (3) (1) (5) (2) (2) (1) (2) (1)
とく 4 2 0 4 5 1 0 3 5 3
馬 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

218,630 222,460 220,467 222,317 218,839 221,069 222,620 222,782 208,745 204,818
(2) (5) (1) (1) (0) (1) (5) (5) (0) (0)

めん羊 0 1 1 4 8 5 13 14 10 8
山羊 0 2 0 0 1 1 0 0 3 6

( )内はとちく禁止頭数を示す。

牛

豚
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４ 生産地別検査頭数 

５ 認定小規模食鳥処理場確認状況 

成鶏 ブロイラー 鴨 一部 全部
　9  ※ 12,195 0 3,092 15,287 0 0 6
※2処理場は休業中

処理場数
処理羽数

計
廃棄羽数

年間監視件数

産 地 名 牛 とく 馬 豚 めん羊 山羊

新 潟 市 275 2 0 23,808 6 0

新 発 田 市 186 1 0 46,302 0 0

村 上 市 43 0 0 51,481 2 6

三 条 市 4 0 0 13,682 0 0

胎 内 市 98 0 0 10,415 0 0

関 川 村 4 0 0 7,447 0 0

長 岡 市 12 0 0 5,968 0 0

弥 彦 村 0 0 0 5,243 0 0

南 魚 沼 市 49 0 0 2,149 0 0

魚 沼 市 0 0 0 1,870 0 0

五 泉 市 0 0 0 1,506 0 0

燕 市 0 0 0 1,415 0 0

田 上 町 0 0 0 806 0 0

津 南 町 0 0 0 251 0 0

上 越 市 0 0 0 1,275 0 0

阿 賀 町 18 0 0 0 0 0

加 茂 市 3 0 0 0 0 0

聖 籠 町 2 0 0 0 0 0

阿 賀 野 市 1 0 0 0 0 0

小 千 谷 市 1 0 0 0 0 0

山 形 県 50 0 0 25,776 0 0

宮 城 県 63 0 0 2,606 0 0

岩 手 県 8 0 0 2,504 0 0

秋 田 県 22 0 0 204 0 0

福 島 県 0 0 0 110 0 0

栃 木 県 13 0 0 0 0 0

青 森 県 9 0 0 0 0 0

北 海 道 3 0 0 0 0 0

群 馬 県 2 0 0 0 0 0

合 計 866 3 0 204,818 8 6
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６ と畜検査結果 
（１） と畜検査頭数及び獣畜のとちく解体禁止又は廃棄したものの原因 
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病

ブ
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プ
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ズ

マ

そ
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他

の

う

虫

病

ジ

ス

ト

マ

病

そ

の

他

膿

毒

症

敗

血

症

尿

毒

症

黄

疸

水

腫

腫

瘍

中

毒

諸

症

炎

症

・

汚

染

変

性

ま

た

は

萎

縮

そ

の

他

計

禁止 1 1 1

全部廃棄 3 1 2 3

一部廃棄 626 1 1 5 1 420 57 425 910

禁止

全部廃棄

一部廃棄 3 3 3

禁止

全部廃棄

一部廃棄

禁止

全部廃棄 315 31 30 180 42 2 6 1 10 13 315

一部廃棄 155,250 248 8 406 23 152,403 2,128 11,225 166,441

禁止

全部廃棄

一部廃棄 4 4 4

禁止

全部廃棄

一部廃棄 2 2 2

と

畜

場

内

と

殺

頭

数

区

分

処

分

実

頭

数

疾    病    別    頭    数

細  菌   病
ｳｲﾙｽ・

ﾘｹｯﾁｱ病
原虫病 寄生虫病 そ  の  他  の  疾  病

牛 865

と

く
3

馬

豚 204,818

め

ん

羊
8

山

羊
6



11 

（２）全部廃棄内訳 

（３）と殺禁止内訳 

処分名 牛 とく 馬 豚 めん羊 山羊
膿毒症 1 0 0 180 0 0
敗血症（心内膜炎型） 0 0 0 23 0 0
敗血症（出血型） 0 0 0 0 0 0
敗血症(抗酸菌症型） 0 0 0 16 0 0
敗血症（その他型） 0 0 0 3 0 0
尿毒症 0 0 0 2 0 0
高度の黄疸 0 0 0 6 0 0
高度の水腫 0 0 0 1 0 0
全身性腫瘍 0 0 0 10 0 0
白血病 0 0 0 0 0 0
変性または萎縮 2 0 0 13 0 0
豚丹毒（関節炎型） 29
豚丹毒（心内膜炎型） 1
豚丹毒（蕁麻疹型） 1
豚赤痢 30
合計 3 0 0 315 0 0

処分名 牛 とく 馬 豚 めん羊 山羊

高度の黄疸 1 0 0 0 0 0

合計 1 0 0 0 0 0
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（４）一部廃棄病変件数 

畜種名
疾病名
カ タ ル 性 肺 炎 14 0 0 69,447 0 0

ヘモフ ィ ル ス 肺炎 0 0 0 3,554 0 0

肺 膿 瘍 15 0 0 5,231 0 0

肺 気 腫 6 0 0 1 0 0

胸 膜 炎 91 1 0 78,002 0 0

横 隔 膜 炎 17 0 0 4 0 0

胸 膜 膿 瘍 5 0 0 1,944 0 0

横 隔 膜 膿 瘍 10 0 0 83 0 0

横 隔 膜 ヘ ル ニ ア 0 0 0 127 0 0

腫 瘍 0 0 0 0 0 0

心 外 膜 炎 26 0 0 16,158 0 0

心 筋 炎 3 0 0 47 0 0

心 脂 肪 膠 様 変性 0 0 0 29 0 0

疣 状 心 内 膜 炎 0 0 0 13 0 0

心 筋 膿 瘍 0 0 0 6 0 0

脾 膿 瘍 0 0 0 4 0 0

脾 出 血 性 梗 塞 0 0 0 1 0 0

脾 鬱 血 0 0 0 32 0 0

捻 転 脾 0 0 0 77 0 0

脾 腫 0 0 0 53 0 0

リ ン パ 節 膿 瘍 2 0 0 242 0 0

腫 瘍 0 0 0 0 0 0

胃 炎 28 0 0 641 0 0

胃 潰 瘍 0 0 0 24 0 0

胃 漿 膜 炎 16 0 0 3,591 0 0

大 腸 炎 14 1 0 6,205 0 0

小 腸 炎 24 1 0 8,869 0 0

腸 漿 膜 炎 6 0 0 13,889 0 0

腸 間 膜 水 腫 1 0 0 2 0 0

腸 間 膜 脂 肪 壊死 43 0 0 1 0 0

腸 気 胞 症 0 0 0 158 0 0

リンパ節抗酸菌症 0 0 0 34,884 0 0

腸 間 膜 化 骨 0 0 0 319 0 0

腹 膜 炎 11 0 0 6,962 0 0

腹 膜 膿 瘍 7 0 0 423 0 0

直 腸 脱 0 0 0 95 0 0

肝 炎 69 1 0 2,634 0 0

肝 膿 瘍 62 0 0 34 0 0

寄 生 虫 性 肝 炎 0 0 0 8,038 0 0

肝 包 膜 炎 123 0 0 10,361 0 0

胆 管 炎 9 0 0 0 0 0

肝 硬 変 0 0 0 12 0 0

肝 脂 肪 変 性 2 0 0 534 0 0

肝 富 脈 斑 145 0 0 1 0 0

肝 出 血 4 0 0 154 0 0

肝 蛭 症 1 0 0 0 0 0

循
環
器
系

消
化
器
系

山羊

呼
吸
器
系

系統 牛 とく 馬 豚 めん羊
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畜種名
疾病名
肝 抗 酸 菌 症 0 0 0 110 0 0

肝 嚢 胞 1 0 0 8 0 0

肝 奇 形 0 0 0 5 0 0

膵 水 腫 0 0 0 110 0 0

臍 ヘ ル ニ ア 0 0 0 1,805 0 0

鼠 径 ヘ ル ニ ア 0 0 0 140 0 0

鎖 肛 0 0 0 253 0 0

腫 瘍 0 0 0 2 0 0

腎 炎 6 0 0 279 0 0

腎 膿 瘍 1 0 0 20 0 0

腎 出 血 3 0 0 212 0 0

腎 貧 血 性 梗 塞 2 0 0 15 0 0

腎 盂 腎 炎 0 0 0 11 0 0

腎 盂 拡 張 1 0 0 1,047 0 0

腎 周 囲 脂 肪 壊死 29 0 0 3 0 0

腎 嚢 胞 2 0 0 1,262 0 0

尿 結 石 183 0 0 453 0 0

膀 胱 炎 96 0 0 1,296 0 0

卵 巣 嚢 胞 0 0 0 62 0 0

子 宮 内 膜 炎 4 0 0 89 0 0

子 宮 蓄 膿 症 0 0 0 38 0 0

子 宮 脱 0 0 0 6 0 0

膣 脱 0 0 0 10 0 0

受 胎 子 宮 0 0 0 305 0 0

産 後 子 宮 0 0 0 23 0 0

半 陰 陽 0 0 0 15 0 0

乳 房 炎 1 0 0 35 0 0

陰 嚢 ヘ ル ニ ア 0 0 0 17 0 0

腫 瘍 1 0 0 5 0 0

筋 肉 膿 瘍 3 0 0 740 0 0

筋 肉 変 性 19 0 0 554 0 0

筋 肉 水 腫 1 0 0 14 0 0

筋 肉 出 血 38 0 0 762 0 0

脊 椎 膿 瘍 0 0 0 78 0 0

関 節 炎 22 1 0 920 0 0

化 膿 性 関 節 炎 2 0 0 235 0 0

骨 膿 瘍 0 0 0 51 0 0

脱 臼 2 0 0 14 0 0

骨 折 2 0 0 166 0 0

腹 壁 化 骨 0 0 0 35 0 0

尾 咬 症 0 0 0 158 0 0

四 肢 奇 形 0 0 0 4 0 0

皮 下 織 変 性 43 0 0 1,092 0 0

皮 下 織 出 血 67 0 0 3,629 0 0

皮 下 織 膿 瘍 10 0 0 1,192 0 0

皮 下 織 水 腫 5 0 0 280 0 0

火 傷 0 0 0 5 0 0

顎 放 線 菌 1 0 0 0 0 0

腫 瘍 0 0 0 13 0 0

多 発 性 漿 膜 炎 1 0 0 3,446 0 0

削 痩 2 0 0 930 0 0

肋 軟 骨 の 腫 大 0 0 0 46 0 0

泌
尿
生
殖
器
系

運
動
器
系

皮
膚
神
経
系

そ
の
他

馬 豚 めん羊 山羊

消
化
器
系

系統 牛 とく
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７  試験室内検査実施状況

（１）精密検査実施数内訳 

（２）その他 

病畜 異常畜 病畜 異常畜 病畜 異常畜 病畜 異常畜
31 4 525 373 0 8 0 6

32
(19)
2
(0)

1 33
(0) (3)

95
(16)

1 93
(0) (29)

1
(1)

3 65

(0) (30)

1 5
(0) (3)

7
(2)
4
(4)

31
(30)

0 5 1 368 0 0 0 0
※(　)内は検査実施のうち廃棄数を示す

敗血症(抗酸菌症型)

豚丹毒（蕁麻疹型）

山羊牛 豚 めん羊

残留抗菌性物質検査頭数

区分
畜種

精密検査頭数

サルモネラ病

高度の水腫

豚赤痢

トキソプラズマ病

検
査
対
象
疾
病
名

敗血症(その他型)

豚丹毒（関節炎型）

膿毒症

黄疸

尿毒症

腫瘍

敗血症(出血型)

敗血症(心内膜炎型)

細菌検査 理化学検査 病理組織検査
脳脊髄組織汚染調査 牛枝肉24 48 48
枝肉検査(定期) 牛72，豚190 972 972
O157・111・103・26検査 牛枝肉866 3,464 3,464
食鳥検査 と体120，施設等10 250 250
豚処理汚染調査 施設20 60 60
牛処理汚染調査 施設枝肉21 63 63
枝肉搬出入汚染調査 保冷車拭き取り等171 513 513
病理組織診断カラーアトラス作成 4症例(16検体) 16 16

5,322 48 16 5,386

検査項目
項目 検体・頭数 総数

合計
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第３ ＴＳＥ対応について 

１ 特定部位管理要領に基づく対応

・ 特定部位の確実な除去と管理の確認。

・ 脊髄吸引機による脊髄の確実な除去の確認。

・ 脊髄除去における器具及び手袋の１頭毎の交換の確認。

・ 背割り，脊髄除去及び高圧洗浄担当作業者の防護器具の使用等の指導。

・ 背割り及び高圧洗浄における鋸屑の回収と保管，管理の確認。

２ 牛海綿状脳症検査実施要領に基づく対応

・ スクリーニング検査中の枝肉，内臓，皮，頭部等の個体識別可能な保管，管理

の確認。

・ 生体検査，個体識別管理，スクリーニング検査等のマニュアル及びチェック表

による確実な検査と管理。

・ 生体検査に基づく措置並びに確認検査後の措置等に対する関係機関との連携

整備。

３ 検査実施頭数（牛，とく及びめん羊，山羊）

(１) 牛及びとく

(２) めん羊及び山羊

検査頭数 生後48ヵ月齢超の牛 モニタリング検査※

284 / 868 140 144
32.7% 16.1% 16.6%

※１　48ヵ月齢以下のものを対象に定期的にモニタリング検査を実施

検査頭数 症状を呈するもの※１
その他(12ヵ月齢
未満※２)

14 / 14 0 0
※１　神経症状が疑われたもの及び全身症状を呈するめん羊及び山羊
※２　自主検査としてスクリーニング検査を実施
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第４  そ  の  他 

１ 残留抗菌性物質検査

検査頭数 検査件数 陽性件数 検査頭数 検査件数 陽性件数 検査頭数 検査件数 陽性件数 検査頭数 検査件数 陽性件数
牛 31 93 0 4 12 0 832 832 1 24 444 0
豚 525 1,575 3 373 1,119 3 1,921 1,921 0 24 516 0
めん羊 0 0 0 8 24 0 0 0 0
山羊 0 0 0 6 18 0 0 0 0
※1　腎臓，肝臓，筋肉(横隔膜)の直接ディスク法
※2　腎臓の直接ディスク法
※3　筋肉(横隔膜)のLC/MS/MSによる一斉試験

病畜※1 異常畜※1
一般畜

独自モニタリング※2 厚労省モニタリング※3

基準値超過事例
区分 畜種 違反薬剤 基準値超過部位
病畜 肥育豚 ドキシサイクリン 腎臓

食品衛生法に定められた基準値を超過した食肉は流通前に廃棄処分され、食用として市場に流通することはありません。
また、この検査結果をもとに、家畜保健衛生所（家畜防疫員）と連携し、生産農家に対して動物用医薬品の適正使用と
残留の再発防止について指導を行います。
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２ 衛生指導 

（１）衛生問題検討会

 新潟市食肉センターでは「より衛生的な食肉供給」を目指して関係者が衛生上の課題

を共有し，さらなる施設改善や相互の協調を図るため，と殺解体（豚，牛，病畜），内

臓処理，枝肉搬出入及び部分肉処理の各部門で衛生問題検討会を設置している。

 各部門の検討委員には，部門ごとの関係者（食品衛生責任者を含む）に加え，食肉セ

ンターの衛生管理責任者及び作業衛生責任者，食肉衛生検査所職員があたっている。

 衛生問題検討会では，部門ごとに，HACCPの考え方を用いた衛生確保の課題整理並
びに検討した内容を報告書にまとめ，その報告書に沿って，計画的かつ継続的に改善を

進めている。

平成２７年度には，豚と殺解体部門ではトリミング強化対策として残毛残皮チェック

を実施した。また，HACCPの導入に向けて着手し，進めている。牛と殺解体部門では
ヨロイゼロ月間を設置し，ヨロイの無い家畜の搬入を強化した。枝肉搬出入部門での優

良ステッカー交付事業においては，８社８台の保冷車について優良認定した。

また，各部門では衛生管理責任者及び作業衛生責任者，食品衛生責任者を中心とした

自主衛生管理体制の強化を進めているところである。

（２）食肉センターにおける自主衛生管理の検証

 と畜場法施行規則の一部を改正する省令（平成８年厚生省令第 73号）で規定された
食肉センターの自主衛生管理の実施状況について，と畜場法第 17条第１項に基づき検
証し，設置者及びと畜業者等に対し衛生指導を実施した。

（３）食肉センター食肉衛生強調月間

 平成２７年７月１日～３１日の期間中，次のとおり衛生指導を実施し，衛生意識の向

上を図った。

○ 衛生講習会

 解体処理，内臓処理及び部分肉処理の各部門の従業員を対象に実施された衛生講習会

に講師を派遣し，下記内容について講習を行った。

・牛と殺解体部門 １）牛の検査成績について ２）牛の剥皮について

３）牛の残毛について

・豚と殺解体部門 １）トリミングの重要性について 

・枝肉搬出入部門 １）点検結果等について ２）ビニール拭き取り検査結果について  

３）豚肉の生食について

・内臓処理部門  １）食肉の生食について
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○ 特別大清掃

 解体処理，内臓処理及び部分肉処理の部門ごとに機械・器具，作業台，側壁及び排水

溝等の清掃を従業員全員で実施し，その指導にあたった。

３ 豚肉の放射性物質検査 

新潟市では平成 24年 1月から豚肉の放射性物質検査を実施している。
検査機関：新潟市衛生環境研究所

分析方法：ゲルマニウム半導体検出器を用いたガンマ線スペクトロメトリーによる

核種分析法

４ フィードバック事業 

１ 目 的 

食肉衛生検査の結果を生産現場に提供することにより，疾病の少ない健康な家畜の

生産を促し，ひいては消費者に安全で衛生的な食肉を提供することを目的とする。 

２ 方 法 

生産者本人の申請に基づき，月ごとの食肉衛生検査結果を各生産者あてに送付した。

また，検査結果の提供は生産者個人を原則としているが，必要に応じて家畜保健衛生

所等の関係行政機関へも提供した。なお，関係行政機関へのフィードバックは生産者

同意書の提出により実施した。 

３ 平成２７年度実績 

※フィードバック還元率：フィードバック頭数／年間と畜頭数

セシウム134 セシウム137
24 0 0 0 0

検体数
検出頭数

放射性ヨウ素
放射性セシウム

食品衛生法
不適合頭数

農家数 農場数 頭数 フィードバック還元率
牛 5 5 42 4.8%
豚 66 83 203,480 99.3%
牛 30 30 330 37.9%
豚 65 76 173,021 84.5%

提供先

生産者

行政機関
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５ 発表抄録 
豚枝肉における頚部膿瘍の実態調査 

新潟市食肉衛生検査所 ○岩田航、辻沢雅人 

はじめに 

豚枝肉の頚部はワクチン等の注射を主原因とする膿瘍の好発部位である反面、と畜検査

で見落とされやすい部位であり、頚部膿瘍は食肉処理施設で発見されることが多いといわ

れている〔１〕。当検査所では以前より触診で発見できる頚部膿瘍の存在が一部の検査員か

ら指摘されており、検査方法の改善を検討する必要があった。そこで実態を調査するため、

目視検査に加え，頚部の触診を行う検査体制をとったところ、膿瘍発見率の向上がみられ

た。また、あわせて食肉処理施設や農場の状況を調査したので、その概要を報告する。 

材料及び方法 

2014 年 10 月 21 日～2015 年 10 月 31 日に当検査所でと畜検査を行った豚 213,257 頭を調

査対象とし、背割り後の枝肉について頚部周囲を全頭触診し、膿瘍の有無を確認した。枝

肉頚部に膿瘍が認められたものを「頚部膿瘍」とし発見農場ごとに集計した。加えて食肉

処理施設の枝肉カット・スライス等の処理過程において認められる膿瘍についてアンケー

ト調査を行った。さらに家畜保健衛生所（以下、「家保」）の農場巡回に同行し、頚部膿瘍

発生要因について聴き取り調査を実施した。 

成績

(1)調査以前との比較 

調査期間に検査を行った豚 213,257 頭で

発見された頚部膿瘍は 358 頭であった。調

査期間の 1 年前の同期間（2013 年 10 月 1

日～2014 年 10 月 20 日）227,917 頭の頚部

膿瘍発見頭数は 104 頭であり、調査期間中

の発見頭数は 3 倍以上に増加した。また調

査期間以前は大腿部膿瘍や骨盤腔膿瘍の方

が多かったが、調査期間中は頚部膿瘍の発

見数が最も多かった（表 1）。 

表 1 膿瘍発見頭数 

発見頭数 調査以前 調査期間中

頚部 104 358 

大腿部 190 202 

骨盤腔 206 178 

胸部  45  65 

大腰筋  63  52 

肩部  18  36 

腹部  22  31 

腰部  37  30 

その他 159 138 
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 (2)農場における頚部膿瘍発見率の比較 

搬入頭数の多い上位 10 農場について頚部膿瘍発見率を集計した。全体発見率（0.17%）

より高い農場は 3 農場あり、最も高い農場（0.36%）は全体発見率の 2 倍以上であった（表

2）。 

表 2  頚部膿瘍発見農場 

  と畜頭数（頭）   発見頭数（頭）  発見率（%） 

A 農場   7,207  26 0.36 

B 農場   5,319  17 0.32 

C 農場  11,439  26 0.23 

D 農場   4,682   8 0.17 

E 農場  15,740  20 0.13 

F 農場  12,060  16 0.13 

G 農場  24,137  30 0.12 

H 農場   5,654   5 0.09 

I 農場  13,889  10 0.07 

J 農場  11,729   8 0.07 

全体 213,257 358 0.17 

(3)食肉処理施設アンケート調査結果（対象施設 14 施設中 13 施設から回答） 

膿瘍は半数以上の 8 施設から発見されて

いた。この 8 施設のうち月に 1 回以上発

見される施設が 4 施設（50%）であり、頚

部、大腿部から多く発見されていた。ま

た発見時の廃棄肉量は年間で合計 30kg

以上だった施設が 2 施設（25%）あった。

調査期間終了後に、この 8 施設にあらた

めて状況を確認したところ半数の施設で

「膿瘍の発見がない」又は「膿瘍の発見

が減った」と回答があった（表 3）。 

表３ アンケート結果 

問 1．過去 1 年間の膿瘍発見の有無 

はい 8 いいえ 5 

問 2．過去 1 年間の膿瘍発見頻度 

月 2 回以上 2 月 1 回 2 

3 か月に 1 回 2 半年に 1 回 2 

問 3．膿瘍発見部位（複数回答） 

頚部 6 大腿部 6 

背部 3 胸腹部 3 

問 4．膿瘍処理のため廃棄枝肉量 

5kg 未満 3 5～10kg 3 

10～30kg 0 30kg 以上 2 

問 5 ．調査期間終了後の膿瘍発見状況 

発見なし 1 減少 3 

変化なし 3 増加 1 
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(4)農場調査 

 期間中に頚部膿瘍の発生のない 1 農場及び発生のあった 3 農場の計 4 農場へ家保の農場巡回

に同行し聴き取り調査を行った。頚部へは主にワクチン等の接種がなされており、その接種の

際、発生のない農場では 1 頭ごとに針と接種部位にアルコール消毒を実施していたが、発生の

ある農場では消毒を実施していなかった。 

考察 

と畜検査において、豚枝肉の頚部を触診することにより頚部膿瘍の発見頭数が 3 倍以上に向

上し、目視では分かりづらい部位における膿瘍の発見には触診が有効であった。また、食肉処

理施設アンケート調査において多くの膿瘍が発見されていることが判明し、目視中心の検査で

は頚部膿瘍を見逃していた可能性が考えられた。調査期間後では、食肉処理施設における膿瘍

発見率が低下しており、頚部触診が有効であったことが示唆された。 

 触診により膿瘍発見率の向上はみられたが、膿瘍の切除に伴い周辺の枝肉も同時に切除する

ため「格落ち」や、枝肉汚染のリスクをふまえると膿瘍の発生自体を未然に防止する必要があ

る。頚部膿瘍はワクチン等の注射が主原因といわれており〔１〕、今回の農場調査では注射器等

の取り扱い方により頚部膿瘍の発生率に差異が見られた。今後、より多くの農場の状況を調査

しフィードバック事業を通じた農場への注意喚起を行っていくことで根本的な頚部膿瘍発生の

抑制に努めたい。 

 今回一部の検査員からの指摘を所内で共有し、取り組むことで膿瘍発見率の向上が図られた。

また、食肉処理施設へのアンケート調査により改善を確認することができた。さらには家保と

協力し農場への視察を行い、直接農場主への注意喚起を行うことができた。このように１つの

情報をもとにフードチェーン全体に対応を広げることは食肉衛生の向上の一助となると考えら

れた。 

まとめ 

 頚部膿瘍の見逃しを防ぐためには触診が重要である。また、一部の検査員の指摘を所内で共

有，検証し，さらには食肉処理施設や家保、農場と連携することで効果的な食肉衛生の向上に

つながることが示された。 

〔１〕 小野雅章、舘野浩一、並松孝憲、岡田宗典：豚における注射用動物医薬品の不適正使用

による注射部位の病変形成，日獣会誌，５３７－５４０（２００５） 
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　表1　追跡モニタリングのスクリーニング検査結果

搬入日 検　　体 直接ディスク法 抽出法 分別推定法

12月9日 6検体 － NT NT

6検体

1検体で陽性

2月10日 10検体 － NT NT

2月17日 10検体 － NT NT

10検体

1検体で陽性

3月3日～30日 5検体×5 － NT NT
   NT：実施せず

TCs

12月16日

2月24日

＋ ＋ TCs

＋ －

オキシテトラサイクリン添加飼料の誤給餌による残留事例について

            新潟市食肉衛生検査所 〇鈴木 尚、星野 勇矢、小黒 雅史

はじめに

 動物用医薬品は、畜水産動物の疾病予防、治療、成長促進等様々な目的で広く利用され

ている。こうした薬剤は、不適切な飼養管理や疾病等の要因により、食品衛生法に規定さ

れる残留基準値を超過して食肉中に残留するおそれがある。食用に適さない食肉の流通を

防止するため、当所では健康畜を対象にモニタリング検査を実施している。

今回、モニタリング検査で残留が疑われた事例において胃内容物等を調べたところ、生

産者の不適切な飼養管理を指摘するに至ったため、その概要を報告する。

材料及び方法

事例の豚群は、県外農場から概ね週一回 55 頭が当市食肉センターに搬入されていた。

これらの肉豚では、外貌及び行動等に異常な兆候は認められず、と畜検査申請時の薬剤使

用歴にも記載がなかったことから、健康畜として一般処理された。

残留抗生物質検査は、一次スクリーニング検査として直接ディスク法、二次スクリーニ

ング検査として分別推定法および抽出法を実施し、残留薬剤の同定及びその定量は、高速

液体クロマトグラフ・タンデム型質量分析装置（以下、LC/MS/MS）を用いて実施した。

成 績

(1)保留畜の検査

 平成 26 年 12 月 2 日に搬入された 55 頭中 1 頭を非定型抗酸菌による敗血症の疑いで

精密検査保留とした。

  精密検査と並行して行う残留抗生物質の一次スクリーニング検査において、腎臓、

肝臓、筋肉の各検体で陽性となった。LC/MS/MS 分析では、基準値未満のオキシテト

ラサイクリン (以下、OTC)の検出であったが、保留枝肉の骨に紫外線を照射したとこ

ろ、強い蛍光発色を示したため、追跡でモニタリング検査を実施する方針となった。

(2)追跡モニタリング検査

  モニタリング検査を通して 2

検体がスクリーニング検査陽

性となった (表 1)。

2 月 10 日以降、農場の不適切な飼

養管理が発覚したことから、
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　表2　LC/MS/MS分析による各検体の残留値

搬入日 OTC　残留値(ppm) 基準値(ppm)

腎臓 0.60 1.2

保留畜 肝臓 0.15 0.6

筋肉 0.08 0.2

腎臓 0.57 1.2

胃内容物 0.20(参考値) －

腎臓 0.20 1

胃内容物 検出限界未満(0.04) －

12月2日

12月16日

2月24日

検　　体

モニタリング

モニタリング

検体数に増やし、モニタリング検査を実施した。3 月 3 日以降は、改善傾向が認められ

たため、3 月 30 日をもってモニタリング検査を終了した。

(3)LC/MS/MS 分析結果

保留畜の腎臓、筋肉、肝臓およびモニタリングでスクリーニング検査陽性となった腎

臓について LC/MS/MS による使用薬剤の同定、定量を試みた (表 2)。また、骨が強い蛍

光発色を示す状況が続き、飼養管理失宜の疑いが高まったことから、12 月 16 日以降は

腎臓と共に胃内容物を採取し、スクリーニング陽性となった場合に分析を行った。

  腎臓での分析結果は、いず

れも食品衛生法に規定され

る残留基準値 1.2ppm(現在は

1ppm)未満であった (表 2)。

  しかし、12 月 16 日に陽性

となった個体の胃内容物か

ら OTC が検出されたことで適正な飼養管理から逸脱していることが強く懸念されたた

め、当該農場管轄の自治体を通して家畜保健衛生所に情報提供を行った。

(4)管轄家畜保健衛生所の対応

報告内容によると、飼養管理者の交代に伴う業務引継ぎの際に伝達された指示内容が

徹底されず、出荷直前まで OTC 添加飼料が給餌されていた。指示書に基づき適正に薬

剤を使用するよう指導を行い、飼養管理の是正措置がとられた。

考 察

 これまで当所では、食品衛生法に規定される残留基準値を超過した場合のみ家畜保健衛

生所に実態調査の依頼を行ってきた。

 今回、スクリーニング検査陽性となった腎臓の残留値は全て食品衛生法に規定される残

留基準値未満であった。しかし、様々な状況から飼養管理の失宜を疑って胃内容物の検査

を実施し、OTC が検出されたことで事態の発覚に貢献することができた。薬事法において

OTC は出荷前 5 日間の使用禁止期間が規定されていることから、胃内容物を検査したこと

は、直近に薬剤を摂取した可能性を精査する上で非常に有効な手段であった。また、肥育

豚に対して薬剤添加飼料の誤給餌が行われた場合には、群全体が同様の所見を示すことに

なるため、骨の蛍光発色を確認することによって、ロット全体の残留状況を把握する一助

となった。

今回の事例から、胃内容物の検査や骨の蛍光発色など、得られる情報を総合的に勘案し、

たとえ残留値が食品衛生法に規定される基準値未満であっても、動物用医薬品の使用基準

違反が疑われる場合には、積極的に家畜保健衛生所への情報提供を行うべきと考えた。
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今後も残留食肉が流通するリスクを最小限に留めるため、残留動物用医薬品検査体制を

整備するとともに、動物用医薬品の適正使用の啓発を行い、農場における適正な飼養管理

の徹底に協力していきたい。

まとめ

本事例を通して、腎臓、肝臓、筋肉の残留値のみでは不適切な飼養管理の実態を把握し

きれない可能性が示唆された。事例の状況から得られた様々な情報を手掛りとして、積極

的に家畜保健衛生所へ働きかけたことで、飼養管理失宜が発覚し、食用に適さない食肉の

流通を防止することができた。

〔１〕食品安全委員会：動物用医薬品、飼料添加物および農薬評価書 オキシテトラサ

イクリン、クロルテトラサイクリン、テトラサイクリン（2013 年 11 月
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牛と畜解体工程における衛生対策について

新潟市食肉衛生検査所

○植木 智隆  笹川 元

１ はじめに

Ｏ１５７食中毒をはじめとする牛肉に由来する食中毒を防止するため、フードチェーンの上流であると

畜場において HACCP による衛生管理が求められているが、それには、HACCP 導入の前提条件である一

般衛生管理を徹底することが重要である。

この度、新潟市食肉センター（以下、センター）の牛と畜解体工程において、一般衛生管理の向上を図

るため汚染状況調査及び衛生対策を講じたところ、若干の知見を得たので報告する。

２ 調査方法

 （１）器具類の汚染状況調査 

     調査期間：平成 19 年 7 月～8 月       検体数：62 検体

調査方法：と畜解体工程で使われるナイフや器具類 12 種類について、使用直後及び洗浄後を拭き

取り、一般細菌数を測定した。

 （２）工程別胸部汚染調査  

     調査期間：平成 20 年 7 月          検体数：72 検体（8 頭×9 工程）

調査方法：胸部剥皮されてから枝肉冷蔵庫に入るまでの 9 工程（胸部剥皮、全剥皮、胸割り、内

臓摘出、背割り、整形、枝肉洗浄、スチーム洗浄、冷蔵庫入庫）の作業直後について、

牛枝肉左胸部の同一部位を拭き取り、一般細菌数を測定した。

 （３）腸管破損による胸部汚染調査   

     調査期間：平成 24 年 2 月          検体数：21 検体（7 頭×3 工程）

調査方法：内臓摘出前後及びスチーム洗浄後の３工程について、牛枝肉左胸部の同一部位を拭き

取り、一般細菌数及び大腸菌数を測定した。

 （４）腸管出血性大腸菌（EHEC）の汚染状況調査

     ①調査期間：平成 15 年 4 月～平成 23 年 12 月 検体数：直腸便 1,205 検体、枝肉 1,205 検体

     調査方法：牛１頭毎に、直腸便 1g と枝肉の拭き取り検体を採取し O157 の菌分離を行った。

     ②調査期間：平成 24 年 1 月～平成 26 年 3 月 検体数：枝肉 2,021 検体

     調査方法：牛１頭毎に、枝肉の拭き取り検体のみ採取し O157、O26、O111 の菌分離を行った。

 （５）拭き取り検査成績の解析

     調査期間：平成 19 年 4 月～平成 26 年 3 月  検体数：1,572 検体（786 頭×2 か所）

     調査方法：枝肉冷蔵庫に入った直後の牛枝肉胸部及び肛門周囲部を拭き取り、一般細菌数及び大

腸菌数を測定した。

なお、（２）、（３）、（５）の枝肉拭き取り検査については、「と畜場における枝肉の微生物汚染実態調査」の

検査実施要領に基づき 1cm2当たりの菌数を算出し、（１）の器具類については、拭き取り部位の全菌数



26 



27 



28 



29 

６ 主な研修・会議への参加 

月　日 研修・会議名 開催場所

5月14日～15日 全国食肉衛生検査所協議会病理部会第70回病理研修会 相模原市

5月28日 平成27年度関東甲信越ブロック食肉衛生検査所協議会総会及び所長等会議 さいたま市

7月17日 平成27年度病理部会第2回役員会 東京都

7月22日～23日 全国食肉衛生検査所長会議及び第51回全国食肉衛生検査所協議会全国大会 岡山市

10月2日 第33回全国食肉衛生検査所協議会理化学部会総会及び研修会 つくば市

10月14日 と畜場における衛生管理の高度化に向けた研修会 さいたま市

10月29日 平成27年度関東甲信越ブロック食肉衛生検査所協議会業績発表会 さいたま市

11月13日 平成27年度関東甲信越静地区食肉衛生担当者会議 高崎市

11月18日 全国食肉衛生検査所協議会微生物部会第35回総会及び研修会 横浜市

11月19日～20日 全国食肉衛生検査所協議会病理部会第71回病理研修会 相模原市

1月18日～19日 平成27年度食肉衛生技術研修会及び衛生発表会 東京都

1月20日～21日 平成27年度食鳥肉衛生技術研修会及び衛生発表会 東京都

2月5日 平成27年度病理部会第4回役員会 東京都
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７ 研究機関等への協力 

８ 視察・見学者等 

機関 研究・教材用採材
新潟大学農学部 生殖器(豚)
新潟大学医学部 腎臓（豚）
新潟大学教育学部 大腿骨，下腿骨（豚）
新潟大学医歯学総合病院 血液(牛）
新潟県農業大学校 生殖器(牛)
新潟医療福祉大学 生殖器，血管，肺（豚）
新潟県保健環境科学研究所 血液(豚)
新潟市立坂井輪小学校 肺（豚）
新潟市立坂井輪中学校 血液(豚)
新潟県立新潟商業高等学校 血液（豚）
新潟市立西川中学校 血液（豚）
新潟県下越家畜保健衛生所 生殖器（牛）

団体名 参加人数
新潟医療福祉大学 4

保健所臨床研修・医学生実習 10
南長潟自治会 29
中央高校食物科 39
親子で学ぶお肉教室 33
新潟大学医学部 30

上越市立東本町小学校 68
国際ペットワールド専門学校 30

庄瀬小学校 15
西区　新婦人　真砂班 22
新潟県農業大学校 7


